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2021年 10月 29日 

契約認証機関 御中 

（写）契約認定機関 御中 

 

通知_ JFSM_2021_C01N06 および C01P19_R00 の解除と改定版 C01P19_R01 について 

 

一般財団法人食品安全マネジメント協会 

 

平素より一般財団法人食品安全マネジメント協会（以下、JFSMという）の活動にご支援、ご協力賜り有難う

ございます。 

さて、JFSMは 2021年 10月 22日付の通知の JFSM_2021_C01N06にて「通知_JFS-C認証プログラ

ムに係る審査報告書作成規程発効について」をご通知申し上げましたが、規程文書内の図表等に誤表記、

不適切な表記がございました為、JFSM_2021_C01N06 及び、発効文書の「C01P19_R00_JFS-C 認証

プログラムに係る審査報告書作成規程」を解除し、改訂版「C01P19_R01_JFS-C認証プログラムに係る審

査報告書作成規程」の通知をさせて頂きます。 

関係者の皆様におかれましては、ご多忙の中恐縮ですが、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

記 

 

今回の「C01P19_R00_JFS-C認証プログラムに係る審査報告書作成規程」から「C01P19_R01」

への改定は図表等の差し替えのみで、本文に変更はございません。 

C01N06 の通知でお知らせした概要を再掲載いたします。 

 

➢ JFS-C認証プログラムに係る審査報告書作成規程の概要 

GFSI BR2020.1 への再承認審査における指摘事項に対しての是正処置対応として、認証プログラム文書

Ver.3.1の 5.2.3の内容を詳述する為、「JFS-C認証プログラムに係る審査報告書作成規程」を策定した。 

GFSI からの指摘は以下の３点であった。対応する為に JFS-C 認証プログラムに係る審査報告書作成規程

に盛り込んだ内容を、対応させて以下に記し、概要とする。 

1. (指摘) 審査報告書発行のタイムラインとして起点と終点が示されていない。 

1） (対応) 「審査報告書は、原則審査最終日*から最長 75日までに組織に交付する。」と審査報告

書交付のタイムラインを定める。 
* ICTに基づくリモート審査を行った場合は、リモート審査及びオンサイト審査を含めた審査完了

日から 75日とする。 

 

2. (指摘) 認証プログラム文書 Ver. 3.１  

5.2.3 １）審査報告書の作成において、全要求事項項目の評価を(適合・不適合共に)について判断し

た根拠等を記述することが要求されていない。  

2） (対応) b) 審査結果の総括 

b)-1審査結果の総括にて全項目の適合・不適合の判断根拠等を述べる場合には、付属書２ 1.7 

審査証拠を分析、検証、整理する知識と技能を活かして、審査所見をまとめる。 
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b)-2 総括に各項に適合する証拠を説明した場合は、d) 全要求事項に対する個別の評価結果

（適合・不適合）の個別評価を重複させる必要はない。 

 

d) 全要求事項に対する個別の評価結果（適合・不適合） 

d)-1付属書 2 1 1.7 審査証拠を分析、検証、整理する能力を活かして、全項要求事項に対す

る評価結果の適合性について、証拠を用いて記載する。 

 

3. (指摘) リモート審査があった場合にはその旨を審査計画書、項目に明記する。 

3） (対応) 5.2.2 4) ② 「認証機関は、本協会が規定した、リモート審査を許容する要求事項と、オ

ンサイト審査で確認するべき要求事項の区分に従って審査を計画および実施しなければならな

い。」ことを審査報告書への詳述に加えた。 

 

上記指摘はプログラム文書から意図は読み取れるものの、明確な記載がされていなかった為、詳述し、図

表等も含め詳細を示した規程を作成し、認証機関への発効をもって是正処置として完了する。 

 

以上 

 

 


